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課題研究概要 研究の成果

研究の目的研究背景



研究背景

〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的実現

〇 第４期埼玉県教育振興基本計画（教育DXの推進）

〇 現行の研修評価における課題
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研究の目的

生成AIを活用して受講者一人一人の振り返り内容に応

じた「個別最適なフィードバック」を提供するシステム

を構築し、その有効性を検証すること
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研究の方法

〇 生成AIフィードバックシステムの構築と試行

〇 リフレクションデザインの刷新



生成AIフィードバックシステム

・BookRoll

振り返り フィードバック内容



生成AIフィードバックシステム

メールでフィードバック送信

振り返り

フィードバック内容
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研究概要

（調査研究検討会：システム構築及び技術検証）

〇 システム活用の方向性確認

〇 プロンプト内容の検討

〇 API連携と安定運用の検討



実践１

月一回 カナメプロジェクトとミーティング



実践１

プロンプトの詳細を研究

より具体性の高い助言を
得られるように



実践１

教育DX担当が主催する専門研修で試行



実践１

受講者の感じたことから

提供できた価値 今後の課題

学習内容の定着と内省の深化 AI活用の意義と目的への問い

個別最適化による学習意欲の向上 助言の具体性と実用性の不足

学習の継続性と発展性の喚起 応答品質と表現に対する違和感

教育DX推進への意識醸成 倫理的懸念と評価への不安



〇 事前・事後リフレクションの導入

〇 リフレクションへの意識変革

研究概要

（調査研究検討会：リフレクションデザインの検討）



実践２

事前・事後リフレクションの導入



実践２

所員研修会で試行



実践２

新しい事前・事後リフレクションの完成
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成果

〇 「受講者一人一人への個別最適なフィードバック」

を実現し、高い受容性を確認できたこと

〇 個別の「主体的・対話的で深い学び」を支援できる

可能性が示されたこと
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課題

〇 受講者の記述負担と学習効果のバランス

〇 生成AIからの助言に対する納得感の向上

〇 滞りなく大人数を処理できるシステムの構築と

    システム化（運用側の負担軽減）



御清聴ありがとうございました
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